
会報特別号の発行に当たって
～我々がつなぐべき思いを～

佐々木 義 通福島県小学校長会会長

時間が経つのは早く，２０１１年３月１１日に発生した東日本大震災，そしてその後に起きた東京
電力福島第一原子力発電所事故から早１０年目を迎えました。現在，県内の多くの学校では震災前と
ほぼ同程度の教育活動ができるようになってきており，震災後に生まれた子どもたちも数多く在籍す
るようになってきました。そして，あたかも何事もなかったかのような毎日を送っています 「十年一。
昔」とはよく言ったもので，１０年も経つと遠い過去の出来事のように錯覚してしまうのは，人間な
ればこそでしょうか。すると，我々が「風評の払拭」とともに全国に訴え続けてきた「記憶の風化」
は，自らの心の中にも少なからずあるのではと反省をしたところです。

東京電力福島第一原子力発電所周辺の被災地域にある学校は，未だ地元での学ところが，実際には
校再開はできず他の地域で教育活動を行っている状況であったり，さらに地元で再開した一部の学校
においては，極少人数という状況のもとでの学校運営が余儀なくされたりしています。また，本県で
は，校長の大量退職や新任校長の増加に伴い，当時の校長が緊迫する中で必死に頑張った記憶が少し
ずつ薄らいできているのも事実ではないでしょうか。

こうした状況を踏まえ，この度，当時，困難や試練に直面しながらも教職員が強い意思と使命をも
って取り組んだ様子を改めて県内の各校長に伝えることで，本県小学校教育の充実に寄与することを
願って本特別号の発行を思い立った次第です。さらに，次年度から全面実施される新学習指導要領の
下での防災教育等の充実に生かされることへの期待もあります。

実施した被災地の小学校長との懇談会と原子力発電所事故現場等の視本特別号では，まず，今年度
察の様子を取り上げました。参加された他県の校長先生方からは，本県教育界への激励とともに 「記，
憶の風化」を危惧する言葉をいただき 「復興未だ半ば」との思いを強くしたところです。また，県内，
それぞれの地域で復旧・復興に当たられてこられた校長先生方による座談会では，当時の困難や苦労
の状況から得た教訓を語っていただき，まさに「疾風勁草」の思いを共通に抱きました。その他，各
支会の９年間のあゆみ，震災から学び伝えたい教訓，そして被災した学校の再開のあゆみも載せまし
たので，今後，是非自校の教育活動や各校長会等で参考にしていただければ幸いです。

結びに，本特別号の発行に当たり，貴重な情報をお寄せいただいた震災直後の本会会長であられた
現二本松市教育委員会教育長 丹野学先生，玉稿をお寄せいただいた先生方，編集等に当たられた県
広報部の先生方にお礼を申し上げます。
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   福島県小学校長会では，東日本大震災とそれに伴う東京電力福島第一原子力発電所事故の甚大な被害，そし

て，未だにその被害に苦しんでいる現状を把握し，全国の校長会に発信するために，平成２６年度から被災地
の視察，平成２８年度からは他県にも呼びかけ原発視察並びに被災校との懇談会を行ってきた。 
６年目となる令和元年度は，「福島の被災地の生の姿を見てほしい」「震災及び原発事故を風化させない」「風

評に負けない」という強い思いを発信するために，全国の校長会に呼びかけ，原発視察と被災校との懇談会を
実施した。そして，北は青森，南は福岡から１都１０県の校長会が呼びかけに応じ，２０名の校長先生方が参加し
てくださった。 
 本県からは，県校長会の佐々木義通会長を始め，事務局員１８名が参加した。さらに，被災校との懇談会で
は，相馬支会・双葉支会の校長先生方１２名も参加し，現状や課題について報告がなされた。 

東日本大震災被災地懇談会 
（相馬支会・双葉支会との懇談会） 

平成３１年４月１日現在の双葉地区８町村と相馬地区２市村の現状 
【浪江町】平成３１年３月３１日に４小学校が休校，２小学校は避難先 

（二本松市）で継続。平成３０年４月に地元で「なみえ創成小 
学校」を新設 

【葛尾村】平成３０年４月に地元で学校再開（それまでは避難先で開校） 
【富岡町】平成３０年４月に地元で２小学校が再開（通称：富岡校） 

２小学校は避難先で継続（通称：三春校） 
【楢葉町】平成２９年４月に地元で２小学校が再開 

               （それまでは避難先で開校） 
【川内村】平成２４年４月に地元で学校再開（それまでは避難先で開校） 

【広野町】平成２４年８月に地元で学校再開（それまでは避難先で開校） 
【大熊町】２小学校は避難先（会津若松市）で継続   
【双葉町】２小学校は避難先（いわき市）で継続 
【南相馬市】小高小学校にて４校合同運営による開校 
【飯館村】令和元年度末に小学校３校・中学校１校閉校。令和２年度４月に義務教育学校として開校予定 
 
学校経営の現状や課題 

 避難の長期化によ
る児童・保護者の心の
ケアは，これからも大
切である。スクールカ
ウンセラーの継続配
置と派遣日数の増加
をお願いしたい。 

 教職員の遠距離通勤，
教職員の家族別居の問題
等，様々な課題を抱えて
いる。避難児童の対応等，
業務の多忙化もあり，今
後も復興推進加配の継続
配置をお願いしたい。 

 ふるさと創造学
で，川内村のよさを
学習している。地域
連携担当教員を活用
し，地域との連携を
深めている。 

 極少人数学級の課
題解決のため，近隣の
学校との合同行事や
交流学習を積極的に
行って，授業の充実を
図っている。 

 校長会や教育委員会等の関係機関と連携を
図りながら，新たな地域づくりと連動した「ひ
と・もの・こと」の再構築を図りたい。また，
家庭環境や家族構成の変化等を踏まえた適切
な支援も不可欠である。 

 被災地出身の教職員や勤務経験をもつ教職
員が少ない現状がある。被災地に対する理解を
もつ一定数の教職員が，特異な状況を抱える本
地域の教育の充実に取り組んでもらう仕組み
の整備を要望したい。 

 ＩＣＴやテレビ会議
システムを活用し，富岡
校と三春校との遠隔合
同授業をほぼ毎日実施
し，交流を積極的に図っ
ている。 
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原発事故に伴い，Ｊヴィレッジは，平成２３年３月１５日から平成
２５年６月３０日までスポーツ施設としては全面閉鎖し，国が管理す
る原発事故の対応拠点となった。以後もトレーニング施設としては活
動閉鎖されていたが，平成３０年７月２８日より部分的に再開。同年
９月８日には新しい全天候型練習場の利用も始まった。今回の視察参
加者の宿泊場所となり，被災校との懇談会もここで実施した。 

ると，一気に２００μ㏜/ｈも上昇していることに，一同から驚きの声が上がった。汚染地下水をくい止める
約１．５キロに及ぶ凍土遮水壁，汚染水を１日約２千トン浄化処理する多核種除去設備（ALPS），毎日百ト
ン近くのトリチウムを含んだ水を貯めるための貯水タンク等を順次見学した。 

 原発では，毎日，約４千人が働き，廃炉作業を進めている。廃炉収束までの道のりはまだまだ続く。 

なみえ創成小学校・中学校は，浪江東中学校の校舎を改修し，小中 

学校併設した学校として平成３０年４月に新たに開校した。 

視察では，なみえ創成小学校長 馬場隆一先生に，校舎案内をしてい
ただき，図書館と一体となったメディアルームや人工芝のグラウンド，
地域の方たちとの触れ合いの場となるクラブハウスなどを見学させて
いただいた。 

その後，なみえ創成中学校長 半杭千歩先生から，浪江町の状況や
「なみえ創成」という新たな学校への想いをご説明いただいた。「子ど
もたちの生きる力と夢を育み，地域の未来を切り拓く学校」を基本理念
として，なみえ創成に集う子どもだからこそ，創り出せる「学び」の姿
を熱く語っていただいた。 

視察Ⅰ 東京電力福島第一原子力発電所 

視察Ⅱ Ｊヴィレッジ（楢葉町・広野町） 

平成３０年１１月３０日に開館
した東京電力廃炉資料館（旧エネル
ギー館）で，原発事故の事実と廃炉
事業の現状を映像で確認。その後，
福島第一原子力発電所に到着。一人
一人専用のＩＤ付き名札を渡され，
金属探知機を通過。さらに，ＩＤ名
札をタッチパネルにかざし，パスワ
ードを入力し，ようやく中へ。一人
一人線量計を渡され，専用バスに乗
り換え，約６０分の原発構内の視察
が始まった。廃炉作業が進む第１号
機から第４号機の近くを専用バス
で進んだ。ここでの線量計を確認す 

視察Ⅲ  浪江町立なみえ創成小・中学校 

 請戸小学校は，海岸から約３００メー
トルのところにあり，東日本大震災では，
一階の天井まで津波に襲われた。しかし，
児童や教職員は近くの大平山に避難し，
全員が無事だった。 
 視察では，馬場先生と浪江小学校長 
木村裕之先生の案内で，津波に襲われ無
残な姿となった校舎や体育館を見学し
た。また，地震発生後から大平山へ避難
するまでの当時の校長・教頭の速やかな
判断，教職員の連携体制，児童全員がお
互いに励まし合い，頑張って大平山を駆
け上がった様子など詳しく教えていただ
いた。 

視察Ⅳ  浪江町立請戸小学校 被災校舎 
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・全連小事務局からの参加者：「百聞は一見に如かず」との言葉のとおり，福島第一原発の廃炉作業の様子， 

    大津波そして原発事故により，今までの日常が止まり，そこから復興への道を少しずつ歩まれている 

    皆様の様子を伺うことができました。今まで，校長会でのお話やマスコミ報道等を通して，自分なり 

    に思っていたことを確かめられたり新たに知り得たりすることができました。そして，私は今回の視 

    察を通して知り得たことを，いろいろな形で伝えていくことが私にできることと改めて思いました。 

     これからの復興の道のりは長いものと思います。しかし，ゴールを目指して私たちは一歩一歩，歩 

  みを進めねばなりません。そのためにも私たちのみならず，次の世代の中心として活躍する今の子ど 

  もたちを育てていくことが，今の私たちの役目であると思っています。その役目を少しでも実現でき 

  るよう努めていきたいと思います。 
・青森県からの参加者：今回は，福島第一原発や被災された地域・学校等を実際に自分の目で見て肌で感 

じる機会を与えていただいたことに対しまして心から感謝いたします。 

 テレビや新聞等の報道では，復興がどの程度進んでいるのかがわかりませんでしたが，今回の視察
で，被災された地域の現状を驚きと衝撃をもって知ることができました。特に，帰還困難地区につい
ては，側道が閉鎖され，沿道の建物もバリケードが張られていました。壁もガラスも壊れてしまった
自動車販売店や商品が残ったままの衣料品店を見たときには，原発事故の悲惨さを感じました。また，
請戸小学校の被災校舎には，津波の被害の大きさを実感させられるとともに，自分が想像していた以
上のものを感じました。 

・秋田県からの参加者：被災校では，限られた教育環境の中にあって，一人一人の子どもたちの確かな育 
  ちにつながるようにと，様々な工夫をしながら教育を推進していることに頭が下がる思いで 

す。今学んでいる子どもたちが「ふるさとに育ててもらった」という思いと誇りをもって，将来 
たくましく生き抜いてほしいと強く願っています。 

・埼玉県からの参加者：「３．１１は終わっていない」「風評を許さない，風化をさせない」という福島県 

の先生方の強い思いに改めて気づかされることばかりでした。今回の視察並びに懇談会で学び得た成 

果を埼玉県内の各校長へ伝えていきたいと思います。 

      日本の未来をつくる子どもたちを信じ抜き，皆様とともに充実した学校経営を貫くことを宣言し， 

    御礼の言葉に代えさせていただきます。 

・新潟県からの参加者：新潟県には，依然として約２,４００人もの福島県からの避難者がおられる。その 

  半数にのぼる児童生徒の心に寄り添った支援を行う上で，今回見聞したことは大いに役立ちました。 

    また，大震災の記憶を風化させないことは，子どもたちに持続可能な社会を形成する必要感を高める 

    ことにもつながるものと考えます。 

・福岡県からの参加者：「日本の時はわずかしか動いていない」ということを強く感じた。震災から約８年 

  半が経過した今でも原発構内で高線量の場所があり，６号線沿線には壊れたままの店舗や家屋が連な 

  り，家に戻りたくても戻れない方が多数いらっしゃる。その現実から，被災当時とどれだけ変わって 
  いるのか。そして，地震・津波・原発事故によってふるさとを奪われた人々の気持ちのことを強く考 

  えさせられた。そのような中，一人一人の子どものために懸命に頑張っている被災校の先生方に敬意 

    を表したい。「福島の復興なくして日本の復興なし」と発信していきたい。 

 これまでの被災地視察並びに懇談会の経過 
 福島県小学校長会では，東日本大震災後，本会役員が被災地並びに被災校の現状を把握してきた。平成２６年
度からは継続して被災地を視察し，そして，懇談会を実施してきた。これまでの経過は，以下のとおりである。 

 平成２６年度 ７月：富岡町・楢葉町・双葉町の避難先校の視察 

        ８月：全連小役員とともに葛尾小，富岡一・二小三春校，浪江小・津島小（二本松市）の視察 

       １０月：大熊町の避難先校の視察 

 平成２７年度 ９月：小高小，県環境創造センターの視察 

 平成２８年度 ８月：全連小役員，岩手・山形・宮城の校長会役員とともに富岡一・二小三春校と原発の視察 

      １１月：相馬支会・双葉支会との懇談会 

 平成２９年度 ８月：全連小役員，東北の各県校長会役員とともに，原発と楢葉南・北小の視察 

       １１月：相馬支会・双葉支会との懇談会 

 平成３０年度 ６月：相馬支会・双葉支会との懇談会 

       １１月：全連小役員，東北・関東地区，新潟の各県校長会役員とともに富岡一・二小富岡校の視
察，並びに相馬支会・双葉支会との懇談会 

 令和 元年度 ６月：相馬支会・双葉支会との懇談会 

※ 視察並びに懇談会で出された被災校の現状や課題・要望等については，福島県教育庁との教育懇談会等の折
に確実に伝え，改善が図られるように強く働きかけてきた。 
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「疾風勁草」座 談 会
東日本大震災，原発事故から１０年目を迎える今

福島県の教育を考える ― 我々がつなぐべき思いを ―
□開催日 令和元年１１月２７日（水）
□会 場 伊達市立保原小学校 講堂
□パネラー

伊達市立保原小学校長 佐々木 義 通 （福島県小学校長会会長）
郡山市立芳山小学校長 � 川 和 夫 （福島県小学校長会副会長）
会津若松市立日新小学校長 佐 藤 裕 哉
相馬市立日立木小学校長 加 藤 裕 紀
富岡町立富岡第一小学校長 岩 崎 秀 一
いわき市立泉北小学校長 水 谷 大

□コーディネーター
福島市立福島第三小学校長 佐 藤 秀 美

（福島県小学校長会事務局長）

【会長挨拶並びに趣旨説明】
東日本大震災・原発事故から間もなく９佐々木

年を迎え１０年目になろう
としています。この間，県
内各小学校にあっては「学
校は復興の最大の拠点」の
合言葉の下，校長は「安全
・安心」を最優先にリーダ

ーシップを発揮し，復旧・復興に取り組んで参り
ました。結果，昨年度被災地の５つの市町村にお
いて地元での小中学校の再開，さらには各学校で
は震災前とほぼ同程度の教育活動ができるように
なってきました。

しかしながら昨年度末の時点で，県内外に避難
されている方は約４万人です。学校にあっては県
内外で避難を余儀なくされた子どもたちも含め
て，学力の低迷，体育・運動能力の低下，肥満な
どの健康課題，心の荒廃，いじめや不登校，児童
虐待の増加などの問題も顕在化しています。さら
に再開した一部の学校では，極少人数という状況
が今後も続くといったことが予想されています。

このような中にあって私たち県小学校長会は校
長同士のネットワークを生かし，協力し合って，
復旧・復興に努められるようにしてきました。特
に県小学校長会では，震災直後に特別部会を設置

し，教育機能の回復に向けての活動，東日本大震
災の記録の累積などを行ってきました。そして，
その後平成２４年４月には「東日本大震災記録集

ふくしまの絆」の発行，そして２９年３月には
そのⅡが発行となったことは皆さんご承知のこと
と思います。また外向きな発信としましては，全
連小及び東北連小理事会などで，被災県の状況と
して特に相馬双葉地区の厳しい現状について訴え
てきました。

さらに，本県独自の活動としては，平成２８年
度から原発視察や，被災地の視察などを行ってき
ました。その際，東北連小の校長先生方にはご案
内を差し上げてきましたが，平成３０年度からは
福島県隣県の関東まで広げ，それから被災地区と
は年２回懇談会をするようにして参りました。今
年度は１１月６・７日に行いましたが，東北地区
の校長会だけでなく全連小からは副会長，さらに
は福岡・名古屋の校長会からもご参加をいただい
て，特に風評，風化の現状について訴えてきたと
ころです。

ところで最近は大量退職，新任校長の増加，そ
れらに伴いまして，当時の校長先生方が苦労して
きたこと，さらにその取組の記憶などが薄らいで
きているのが事実ではないでしょうか。つまり若
手の校長先生方に対し，１０年目を迎えようとし
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ている今だからこそ，訴えるものがあるはずだと
考え，今回の広報の特別号の発行に至りました。

本日はこのような趣旨で，座談会に各地区の代
表の皆さんにお集まりいただき，座談会を開催さ
せていただきました。是非各校長先生方がお持ち
の貴重な経験を本県の小学校教育の進展，ひいて
はこれからの本県の子どもたちのため，熱い思い
を語っていただければ幸いです。

【第Ⅰ部】
本日は二部構成で行います。まず第Ⅰ部佐藤秀

は震災後９年間の現状と課題
についてということで，前回
の座談会が震災から約６年後
に行われましたので，今回は
それ以降のことを中心としな
がら，現在までの期間どのよ

うな状況であったのかなどをお話いただきます。
第Ⅱ部につきましては，震災から学んだ教訓や震
災を風化させないための取組，未来を築く子ども
たちを育てる今後の教育の在り方などについて，
先生方の思いやお考えを存分にお話いただきたい
と思います。

まず富岡第一小学校の岩崎先生お願いします。
原発で被災しています双葉郡８町村の現状岩崎

， 。について お話いたします
震災前は１７校ありました
が，震災後６年を過ぎ，現
在１４校となっています。
そのうちの７校が地元に戻
っての再開，あと７校が避

難先での継続再開という状況です。地元に戻って
児童数１００人を超えているのは広野小学校のみ
です。次に多いのが楢葉南･北小学校で，各々８０
名くらい，川内小学校が３０数名です。他の浪江
小学校，葛尾小学校，富岡第一・第二小学校富岡
校は全校生２０名弱です。したがって１学年１名
から３名の極少人数で学校運営を行っているわけ
です。これから先の見通しですが，まず今年度末

， ，に浪江小学校が 令和２年度末には津島小学校が
令和３年度末には富岡第一・第二小学校三春校が
それぞれ休校になります。ますます学校数が減っ
ていくという現状があります。それに伴って，２
校を兼務する校長もおります。たとえば楢葉の南
・北小学校は１名の校長で運営していますし，校

長数がどんどん減っていくという状況です。
それから，なかなか難しいのは双葉郡出身の管

理職者が非常に少ないということです。双葉郡の
小学校は他管内からおいでいただいている校長先
生方のお力を借りて教育活動を行っている現状で
す。

双葉郡の厳しい状況についてお話をいた佐藤秀

だきました。校長も世代交代がどんどん進んでい
きますが，まだまだそういう厳しい状況にあると
いうことをこれからの若い校長先生方に伝えてい
く必要があると思います。

では続いて，日立木小学校の加藤先生お願いし
ます。

私は平成２４年に，飯舘村の飯樋小学校加藤

へ新任教頭として赴任しま
した。その年は川俣町にプ
レハブの校舎を建てて，草
野・臼石・飯樋小学校３校
で移転した時で，３校の教
職員で，常にどうやったら
一つの学校として成り立っ

ていくのか，ということを考えていました。
その時，様々な支援をいただきました。中でも

出前授業がとても充実していました。例えば南極
の昭和基地と学校を結んで，子どもたちに昭和基
地の隊長さんとお話をさせていただきました。こ
の福島から１４，０００ｋｍも離れている方とお

， 。話ができて 南極の様子を知ることができました
それから，飯舘村は子どもが真ん中の教育「ま

でいな教育」を進めていましたので，移転当初は
プレハブ校舎が，腰板であったり，教室や廊下・
階段は鉄板むき出しだったのが，どんどん木を貼
って素晴らしい校舎へと変わっていったように，
施設だけでなく様々な面で子どもたちのことを親
身に考えて取り組んでいました。

飯館村は多くの子どもたちが避難してしまった
のですが，私が行った２年目の時には全国学力調
査でよい成績を収めて，県の方からも「どうやっ
たの，実践を出してください 」と聞かれたこと。
もありました。

生徒指導面でも，赴任した１年目は，子どもた
ちも保護者の方も心に不安を抱えていて，相談の
電話があると，１時間から１時間半くらい話を聞
くことも度々ありました。しかし，親身になって
子どもたちのことを考えて対応することによって
学力が向上したこともあって，２年目はそういっ
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たことも一切なくなりました。
現在の相馬の状況ですが，飯舘村は，来年度か

ら義務教育学校となるため，現在９年間の教育課
程を作成中だということです。小高区４小学校は
小高小学校で現在教育活動を行っていますが，バ
ス通の子が大半で，体力向上が非常に課題だとの
ことです。そして最後に磯部小学校ですが，町の
大部分が流されてしまい，当時２００名位いた児
童数が現在３５名まで減っており，学校がなくな
ったらもう人が消えてしまうのではないかという
状況なのだそうです。まさに「学校は復興の最大

」 。の拠点 という役割を担っているという現状です
２年目に学力が向上した，それから生徒佐藤秀

指導面でも問題が少なくなったということです
が，その原因をどのようにとらえていらっしゃい
ますか。

子どもたちもよく頑張ったのですが，教職加藤

員がすごく一つにまとまっていたからだと思いま
す。川俣に避難しているにもかかわらず，小教研
の相馬地区の算数の授業公開の研究校ということ
で，その当時の校長 和田節子先生が絶対川俣で
公開すると断言されました。先生方は最初「避難
してるのにやるのですか 」ということを校長先。
生に話しましたが 「絶対やる 」ということで，， 。
職員の心が一つになりました。確かに避難してい
ますが，研究することで，子どもたちに学力をつ
けるのだというように，少しハードルを上げたこ

， 。とが 効果につながったのではないかと思います
未曾有のピンチの中，先生方の思いが結佐藤秀

集してそれが子どもたちの学力面でも生徒指導面
でも活かされていったということですね。

次に泉北小学校の水谷先生，お願いします。
， ．水谷 いわきは非常に広いので ２０１１年の３

１１の被害の状況が，都市
部，山間部と，太平洋沿岸
部の被害は全く別物です。
私がその当時勤めていた豊
間小学校では，今お話いた
だいた日立木小学校の加藤

先生とバディでした。私が校長で，加藤先生が教
頭，一緒になって汗をかきかき豊間のあたりを駆
け回っていたことを思い出しました。今，加藤先
生のおっしゃられたことをものすごく身にしみて
感じているのは，苦しかった時の方が，物的な環
境はなかったけれども，ソフト面で心的な，もの
すごく高まる環境にあったのではないかと，今の

お話を聞いて全く同感に思いました。
豊間小学校は太平洋沿岸部に位置しています。

当時の就学援助の対象者の割合は５割以上でし
た。バスに乗っての通学を余儀なくされていた子
どもが，９６％でした。ほとんどの子どもたちが
６年間通学路というものを知らずに過ごしまし
た。そういう子どもたちと今の私のところの子ど
もたちとは違うということをまず分かっていただ
いて，豊間小学校の変容ぶりをお話させていただ
きます。

豊間は当時，机一つ分くらい地盤が沈下しまし
た。そこに津波が来たので，世帯数で言いますと
豊間地区で７０％，薄磯地区で８５％ぐらい津波
被害を受け，ほぼ壊滅と言ってよい状況でしたの
で，通学路は心配で歩かせられないため，小学生
も中学生もバスで通わざるを得なかったのです。

今は小学校の後ろの４０ｍ位の高い山を半分切
り崩して新たな土地を作りました。その土地と被
害にあった集落の土地を「換地」と言って，交換
し合って多くの方が移りました。一時的に災害公
営住宅に入った方々も現在は高台に移るか，自分
でアパートを借りるかして自助努力で生活できる
ようになってきたというような状況で，ほとんど
の児童生徒が徒歩で通学できるようになってきま
した。

学力，体力がどうなったかということですが，
体力は一時的にぐっと落ちました。そこで 「豊，
間アカデミー」という７校時目のコマを作ってＰ
ＴＡ主催で，体育や習字や英会話，体操などいろ
いろな授業を行いました。そのおかげで学力も向
上しました。これから１ポイントずつ上げていこ
うということで取り組みました。４年目に後任の
校長先生に聞いたら，ＮＲＴの結果が３年前と比
較して１０ポイント上がったとのことでした。そ
れは７校時目授業の成果もあるだろうし，先ほど
加藤先生がおっしゃられていた，苦しかったハン
グリーだったという時，子どもも親もコミュニテ
ィも先生もものすごく上のベクトルに向かう力が
起こっていたこともあると考えています。

加藤先生，水谷先生のお話を聞いて，い佐藤秀

ずれも極めて困難な時に先生方が知恵を絞って，
正に最適な対応をみんなで模索していたことがわ
かります。そして，校長先生方のリーダーシップ
があり，さらに地域の力もありと，教育の本質を
うかがうことができました。

豊間小学校では，地区小教研の国語の公開加藤
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を行いました。駐車場もあまりない中でしたが，
小さい空き地を借りながら，何とか公開できまし
た。その当時，水谷先生だったのですが，たくさ
んの先生方が集まる国語の公開をもってくること
にこだわっていました。結局，３００人以上の先

， 。 ，生方が集まり 全学年を公開しました 先生方は
３つの学年ぐらいの公開でよいのではという中，
水谷先生は全学年の公開にこだわっていました。
先生方のハードルを高くすることで，結果として
豊間小の子どもにとってはよい効果を生んだよう
です。

そういう中で豊間小が小教研の発表をやり水谷

， ，切れたという力の源は 何だったのかと考えた時
困難な時こそ，知恵や工夫が生まれてくるものだ
という事例の一つだったと思います。

続いて中通り，郡山の芳山小学校，�川佐藤秀

先生お願いします。
私は東日本大震災が発生した当時，市役所�川

隣のニコニコこども館にある
総合教育支援センターに勤務
していました。

今回の機会をいただいたの
で，当時のことを振り返って
みました。結論から先に言う

と，震災直後あるいは震災後の前半は 「安全」，
。 ，というキーワードになるように思います そして

後半は今も含めてですが「安心」というキーワー
ドになると思います。

震災直後，郡山市の方針で入学式や卒業式，学
校再開に向けた対応などは，校長会と教育委員会
が一緒に考え，実践していました。郡山市は広い
ので，市内中心部など放射線が高い所もあれば，
会津に近い湖南地区など，線量も低く被害がほと
んどなかった所もあります。そのような違いはあ
りましたが，震災直後はすべての校長を招集し，
それぞれの校長の意見を聞きながら，教育委員会
の施策を進めました。したがって，入学式も校舎
や通学路などの関係から例年より一週間遅らせま
した。被害のほとんどなかった湖南地区も同様に
入学式を一週間遅らせました。このように郡山市
では，全体として同一歩調で進めたことが特徴的
なことだったと思います。

さらに，震災直後に市と教育委員会と市医師会
とで，プロジェクトチームを組んで，子どもたち
の心のケア・体のケアに当たりました。それは，
今でも続いています そんな中で 安全 と 安。 ，「 」 「

心」は違うのだということを思わせる保育園の保
育士の話があるので紹介したいと思います。放射
線量も下がり，表土除去をして，外での遊び「３
時間ルール」なども解除されたにもかかわらず，
ある保育園の子どもが庭に出て，土をさわってい
ました。すると，室内にいた別の子が「先生，あ
の子，お庭の土をいじっています。土をいじるの
は悪い子なんだよ 」と先生に言ったということ。
です。本来土に親しんで遊ぶ子どもたちであるべ
きなのに，先生はその言葉を聞き，心を痛めたそ
うです。家庭の不安を反映したこの言葉に 「安，

」 「 」 。全 と 安心 は違うのだと痛感させられました
それでは 「安心」を得るためにはどうしたら，

よいのでしょうか。郡山市で行っていることを紹
介したいと思います。まずは，現在も続けている
ことですが，運動能力や生活習慣の調査を１年生
から６年生まで市内すべての子どもたちに実施し
ています。調査結果からは，肥満の問題や運動能
力の低下などがしばらくの間，指摘されていまし
た。しかし，次第に改善傾向が見られてきていま
す。次に，安全対策のために校舎の耐震化工事を
進めており，これも「安心」につながってくると
思います。さらに，給食の食材検査や全食（まる
ごと）検査を実施しており，検査限界値以下の厳
しい設定のもと，現在も安全な給食の提供を進め
ています。

今後も大きな課題となってくるのは，この「安
心」をどう担保するかということだと思います。
保護者の中には，まだ不安をもっている方もいま
す。大丈夫だと言いながらも「安心」までつなが
らない保護者もいます 「安心」のあとに来るの。
は 「風化」だと思います。郡山市で継続して行，
ってきたこれまでの対策は，今後も長い期間続け
ていかなければならないと強く思っています。

�川先生からは「安全」と「安心」とい佐藤秀

うキーワードで郡山市の取組をお話いただきまし
た。�川先生にお聞きしますが 「安全」と「安，
心」を定義付けるとしたらどのようになるでしょ
うか。

「安全」は目に見える対策で 「安心」は�川 ，
目に見えないものだと思います。それでは，目に
見えない「安心」をどうつくっていくかというこ
とですが，それは震災直後から一貫して続けてい
る対策をこれからも続けていくことだと思いま
す。

１００％安心ということは，ないのかもしれま
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せんが，少しでも１００％に近づくような安心し
て学べる環境づくりに力を尽くしていきたいと思
います。

「安心」には，長い時間が必要で，継続佐藤秀

が大切だというお話をお聞きしました。改めて各
学校で行っている給食検査などの取組の重みを実
感させられました。

それでは，次に会津地区，日新小学校の佐藤先
生よろしくお願いします。

会津も大きな揺れに見舞われましたが，佐藤裕

津波などを受けた浜通りの
地域と比べたら，大したこ
とではありません。

しかし，会津地方でも風
評被害は大きかったと思い
ます。たとえば，修学旅行

で会津へ来る学校が少なくなったり，農作物の売
り上げの低下があったりしました。また，新潟と

， ，の県境にある沼沢湖では 線量が高いこともあり
３年前までヒメマスを採ることができませんでし
た。

会津でも地震というより，原発事故の影響が大
きかったようです。当時，喜多方では農業科とい
うのがあって，農業の学習をしていたのですが，
すべて作物は１ｋｇごとに線量を計って安全性を
確かめてから食べていました。また，学校の校庭
も線量が高い所があったので土を入れ換えたりし
ました。湯川村の教育長さんが自らスコップを持
って，学校の線量の高い所を掘っていたこともあ
りました。そんな教育長さんの姿を見て我々も頑
張らなければならないと思いました。

さらに，子どもたちの体力面の低下が見られま
した。特段，運動制限をしたわけではありません
が，県平均や全国平均から見ると下回っている状
況です。これは会津地方全体の課題だと思ってい
ます。

会津に避難している大熊町の熊町小学校と大野
小学校については，旧河東第三小学校での開設と
なりました。震災当時には３６３名の児童が在籍
していましたが，現在は１１名で，極少人数での
教育活動が進められています。現在，２０２２年
度を目途に大河原地区に新校舎を建設し，地元で
の再開を目指しています。

会津若松市内の学校との交流をしたり，会津な
らではの行事などを積極的に取り入れたりしなが
ら，充実した教育を展開しています。熊町・大野

小学校の阿部裕美先生が，会津若松市教育委員会
をはじめ多くの会津の方々の支援に感謝の言葉を
述べていらっしゃいました。

今後，地元での校舎再開に向けて準備が進んで
いるというお話を伺い，一日も早い再開を願うと
ころです。

会津地区の状況をお聞きしましたが，浜佐藤秀

通りだけが被災地ではなく，今回の東日本大震災
とそれに伴う原発事故は，福島県全体が被災地な
のだということを改めて実感させられました。そ
して，そういう中にあっても会津に避難している
大熊町の小学校に対して，会津若松市教育委員会
をはじめ多くの先生方が支援している話も聞か
れ，素晴らしいことだと感じました。

先日の新聞に大熊町の新しい学校建設のことが
記事として書かれていました。それによると学校
を「多世代が学ぶ拠点」にしたいということでし
た。みんなで知恵を出し合って，魅力的な学校を
作り上げようとしているのですね。

避難している学校への支援という話がありまし
たが，双葉郡の学校の中には，今だに避難してい
る学校が７校ある状況ですが，地元との協力体制

。 ，という点ではどうだったのでしょうか 岩崎先生
いかがでしょうか。

避難先の学校では，子どもたちは自分の家岩崎

を失い，アパートや仮設住宅，復興住宅などから
学校に通ってくる状況でした。その時，先生方は
こうした子どもたちをどうしようかと考えること
に必死で，外に目を向けることができる状況では
ありませんでした。

しかし震災後５年が経つと，子どもたちにとっ
て「ふるさと」が避難先なのか，浜通りなのか分
からなくなってしまう状況になりました。ふるさ
とを二つもつことになってしまったからです。

そこで，先生たちは外に目を向け始め，避難先
の様子を調べたり，避難先の近隣の学校との交流
を始めました。

一方，富岡町に戻った子どもたちは地元のこと
を全然知りません。先生方も知りません。ゼロか
らのスタートです。昔の富岡町のことを知ること
も大切ですが，より大切にしたいのは，今，富岡
町は復興に向けどのように進んでいるのか，復興
に向け立ち上がっている人やその人の思いを子ど
もたちに伝えたいと思っています。そうすること
で，子どもたちが将来生きていく上での糧になる
に違いないと思っています。とにかく地元に戻っ
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た学校では，地域とつながった教育活動を推進し
ていこうと考えています。

岩崎先生 「ふるさと創造学」について佐々木 ，
紹介していただけないでしょうか。

「 」 ，岩崎 震災直後に発足した ふるさと創造学 は
自分たちのふるさとを愛し，ふるさとに誇りをも
ち，そしてふるさととはどういうものなのかを知

。 ，ろうということからスタートしました ですから
避難先でふるさとのいろいろな方々を呼んで，自
分たちが生まれたふるさととはこういうものだと
いうことを学習しました。それが「ふるさと創造
学」です。

しかし，最近は変わりました。子どもたちは地
元の復興状況を知り，今のふるさとは，どんな方
向に進もうとしているのか，どんな町にしようと
しているのか，そこに関わっている人はどんな人
でどんな想いをもっているのかを調べます。そし
て，それを踏まえ，自分たちには何ができるのか
ということを考える学習に変わってきています。

私も「ふるさと創造学」のサミットに何佐藤秀

度か参加させていただきました。その時に，富岡
一中の女の子に「ふるさと創造学を学習して，あ
なた自身が一番変わったことは何ですか 」と尋。
ねた時，その女の子は「富岡町がすごく大切な町
だと思えるようになりました。大好きになりまし
た 」と答えてくれました。その後，ふるさとを。
こんなふうにしたいという子どもたちのアイディ
アが出てくるような学びの姿が見られました。

こうした双葉郡の「ふるさと創造学」の取組か
ら，私たちは多くのことを学ばなければならない
と感じました。

水谷先生にお聞きします。双葉町の学校は現在
もいわきに避難していますが，いわきの校長会と
して双葉郡を支援しているとお聞きしています。
具体的に教えてください。

ハードの支援としては，学校施設をお貸し水谷

しているということがあります。
また，陸上競技大会を双葉町や楢葉町と一緒に

やったりすることもありました。
今まで先生方のお話をお聞きして浮かん佐藤秀

。 ，「 」だ言葉があります それは 疾風に勁草を知る
という言葉です。困難や試練に直面した時にはじ
めてその人の強さを知るということ。強い風が吹
いた時に立っている草。それが本当に強い草だと
いうことがわかる。まさにそれぞれの地区で先生
方が英知を結集して子どもたちへの固い信念を胸

に頑張ってきたからこそ，今があるのだと思いま
した。

お話をお聞きして感じたことを申し上げ佐々木

たいと思いますが，その前に，今回の座談会を開
くに当たり，現在，二本松市教育委員会教育長の

。 ，丹野学先生にお会いしてきました 丹野学先生は
震災後平成２２年度県小学校長会会長だった方で
す。私は，当時の様子や校長会の対応などについ
てお話を伺ってきました。震災当時のことについ
ては，４点にわたってお話されました。

１点目は，とにかく学力が低下したということ
です。そのことは子どもたちに本当に申し訳ない
と思っているということでした。

２点目は，当時は大変な学校もあればそうでな
い学校があったので，あまり被害のなかった学校
の先生をボランティアで被害の大きな学校に行か
せるようなことができないか，いろいろ模索した
のですが，そういうシステムは結局できずにもど
かしさを感じていたということでした。校長会と
してチームワークを生かした対策が取れればよか
ったと思われたとのことです。

３点目は，丹野先生は当時福島第四小学校の校
長で，隣接する福島市教育実践センターに相馬地
区の校長先生たちが２０人くらい配置となったと
いうことで，それぞれの校長先生たちは，自分の
携帯電話で子どもの居場所確認などを行ってお
り，一人の携帯通信料金は月額相当な額になった
はずですが，その額を厭うこともなくしっかり対
応していた校長先生方は立派だったということで
す。

４点目は，とにかく当時の被災地の校長先生方
をはじめ，職員の方々は決して愚痴をこぼすでも
なく，朝早くから夜遅くまで，一生懸命頑張って
いた姿が印象に残っており，苦情や要望などにも
しっかり対応していた姿が素晴らしかったという
ことです。

さらに，当時を振り返って校長会あるいは校長
として何が必要だったかをお聞きしたところ，２
点お話してくださいました。

１点目として，校長は地域との関係性をつくら
なければならないということです。それがなけれ
ば復旧・復興はあり得ないとのことでした。

２点目として，県校長会は県教委との関係性も
しっかりつくっておき，パイプを太くしておかな
ければならないということでした。そして，各支
会にあっては，市町村教育委員会との関係性をつ
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くることがとても大切なことだと思うとのことで
した。校長会としての取組はネットワークを生か
すことが大切で，事務局としては，マンパワーを
活用することも大切だということです。ある教育
長さんから「あなたたち校長は，とにかく見に行
くことだ 」と言われ，チームを組んで双葉や会。
津に足を運んだとのことです。そして，感じたこ
とは，それぞれの支会で助け合って復旧・復興に
向け努力をしていたということだったそうです。

最後に，情報がない中で学校は何ができたのか
ということについて２点話されました。

１点目は，とにかく子どもを守ること。そのた
めにみんなが一生懸命やっていたということで
す。

２点目は，地域と協力すること。地域と共に子
どもを守ることが大切だということでした。

以上，丹野学先生から震災当時の校長会や校長
の様子についてお聞きしたことを紹介しました。

これまでの座談会での話や丹野学先生の話を受
けて，私が感じたことをお話します。

１点目は，岩崎先生の話にあったように，福島
， ，県は震災ばかりでなく 原発事故が加わっており

特殊な中にもさらに特殊な状況なのだということ
を踏まえる必要があると思います。まだまだ復旧
・復興にたどり着いていません。それにはものす
ごい時間がかかるのだと思います。今の子どもた
ちが生きている間でさえ，終わらないのではない
かと思います。そうした現状を踏まえ，風評・風
化に対しては，今後とも双葉地区や相馬地区から
の情報を得ながら，校長会として強く発信してい
くことが大切だと感じています。

２点目は，震災当時，学力低下・体力低下が見
られました。しかし，福島県の先生方は何もしな
かったわけではなく，よく頑張っていたというこ
とです。先ほど豊間小では，震災直後下がった学
力も震災後確実に学力向上が図られてきていると
いう話が出され，感心させられました。

３点目は，�川先生の話で 「安全」は目に見，
えるもの 「安心」は目に見えないものというこ，
とがありました。郡山市は 「安全」そして「安，

」 ， ，心 を得るために 震災直後から校長会と市教委
市医師会が連携して動いていたことが素晴らしい
ことだと思いました。未だに保護者の中には不安
を抱えている方もいます。これらの不安を解消し
て安心につなげていくことが校長あるいは校長会
の責任であり役割だと思いました。

最後に，会津の佐藤先生や富岡の岩崎先生から
話がありましたが，避難先でも地元でもそこにい
る校長同士が連携を取り合って，他から来た方た
ちを快く迎え入れている姿が素晴らしいと思いま
した。さらに，それを踏まえて自分のふるさとを
知っていこうとする「ふるさと創造学」などの取
組も素晴らしいと思いました。

第Ⅰ部では，それぞれの地区のこれまでの現状
をお聞きしましたが，それぞれ違うのだというこ
とを改めて認識するとともに，今だに復旧・復興
に向け動いているのだということ，そしてその動
きを止めてはいけないのだということを強く感じ
ました。大変意義のあることだったと思います。

【第Ⅱ部】
第Ⅱ部は 「震災から学んだ教訓，また佐藤秀 ，

は震災を風化させないための取組 ，併せて「未」
来を築く子どもたちを育てる今後の教育の在り
方」について未来志向で校長先生方のお考えをお
聞きできればと考えております。

後半はまず，�川先生お願いします。
「風化」させない取組。先ほどの「安心」�川

ということがありましたが 「安心」というのと，
「風化」というのは非常に境界が難しいところだ
と思いますが，そういう意味ではご紹介したいの
が，郡山では医師会と，教育委員会と校長が一緒
になって 「郡山物語」という本を編集したとい，
うことです。これは，医師会や，市，教育委員会
とか，学校の現場の取組を収録して残すことで風
化を防ぎ，次世代に教訓を語り継ごうという意図
で発刊しました。

それから，子どもたちが震災から学んだことに
ついて 道徳の副読本資料という形でまとめた 未， 「
来を拓く心のブック」という，小学校版と中学校
版と市民版というのがありまして，それぞれ，震
災から学んだこと，それから震災から得たものと
いうようなテーマで詩や作文を募集し，応募作の
中からいくつかをここに載せました。今でも各学
校では道徳資料あるいは子どもたちの学びの資料
として使っています。

子どもたちはこの震災でいろんなことを学んだ
と思いますが，ただ一人で乗り越えたわけではな
くて，多くの大人たちや，仲間と一緒に乗り越え
てきたのだなということをこの文面から読み取る
ことができました。これは先生方にも言えること
で，先生方もそれぞれが頑張り，一緒になって様
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様な困難や課題を乗り越えてきました。厳しい状
況の中でも助け合い，励まし合ったことによって
支えられている自分とか生かされている自分に，
私たちも子どもたちも気付いてきたのかなと思い
ます。

， 。ここで 副読本の作品を紹介したいと思います
はじめに小学校３年生の「つよさ」というタイト
ルの詩です。

つよいってことは
まけないってことじゃない
つよいってことは
なかないってことじゃない
つよいってことは
まけてもあきらめないこと
つよいってことは
ないてもまたわらえること
子どもの心の動きだとか震災や事故によって一

人一人が辛い思いをしたけれども，乗り越えてき
たことがよく分かる文章かなと思います。

次に５年生の作文です 「ぼくの気持ちが変わ。
った時」というタイトルです。

小さな風とともに大きな地震が起きた。地面がもの
すごくゆれた。

津波がざぶんざぶんと町におそいかかるのをテレビ
で見て，すごくこわいと思った。その様子は言葉では
言い表せない。たくさんの命が目の前でうばわれてし
まったから。さらにその後に起こった原発事故。ぼく
たちは外で遊ぶこともできなくなった。

この日からぼくの気持ちが変わった。家族は何より
も大切なのだと。家族だけじゃなく，ぼくたちをひな
んさせてくれた登校班の班長，家の人が来るまで見守

， 。ってくれた先生 食べ物を分けてくれた近所の人たち
たくさんの人に支えられ，はげまされて，ぼくたちは
過ごさせてもらっていることを知った。

， 。ぼくも支えてもらい 支えていけるようになりたい
（抜粋）

この言葉の中には子どもたちが私たちに投げか
けている大切な学びがすごく多いなと思いまし
た。

最後，葛尾村から郡山市に避難してきた３年生
。「 」 。の作文です おひっこし というタイトルです

かつらお。わたしはかつらおという村にいた。し
ぜんがいっぱい，空気がとってもきれい。森の中で
のキャンプ，バーベキュー。ほいく園とようち園と
小学校，みんなつながっていてとってもなかよし。

ある日，地しんがおきた。ガタガタガタ。たてに

ゆれたよ。物が落ちてきたよ。外へにげたよ。
「こわいよう 」。
「お母さんに会いたいよう 」。
いっぱいないた。こわくてこわくて，しかたがなか
った。みんなお母さんにむかえに来てもらった。お
ばあちゃんの家へおひっこしをした。わたしはホッ
とした。

夜，ねているとよしんがきた。ねてもねてもすぐ
おきてのくりかえし。何日も何日もよしんがつづい

。 ， 。 ，た 今 思い出しても胸がドキッとする ドキドキ
ドキドキ，ドキッとする。

こおり山におひっこしをした。また，おひっこし
。 。 。をした こおり山はいいところ 友だちがいっぱい

やさしい人がいっぱい。でも，でも，でも・・・。
かつらおに帰りたい。かつらおにおひっこしできた
らいいな。
非常に，子どもたちの本当の心の中が見える作

文だと思います。これが，風化させないための一
つの大きな記録で，私たち校長も含めて活用して
いきたいと思っているところです。

震災の中で子どもたちはいろんなものを佐藤秀

失ったわけですけれども，そこから大切なものを
学んでいるという側面もある，また，そうした記
録をしっかりと次代につないでいくことが大事だ
というお話でした。

では，続いて佐藤先生，お願いします。
私は，体験を通して学ぶというのは大切佐藤裕

だと思います。例えば，いわき海浜自然の家に会
津から出かけていって浜の様子を見るとか，ある
いはコミュタン福島を使っていろんな知識を得る
とか，また，新しく開館する東日本大震災原子力
災害伝承館なども活用して，会津から出かけてい
ってその地区の方々の苦労とか，大変な思いを学
ぶことが大事だと考えています。

会津も，農家の方々の風評被害について，身近
な方々の苦労話を伺うようなことを学校教育の中
で取り上げていくことが，震災を風化させないこ
とかと思います。

会津でも意識的に学ぶ機会を設けていく佐藤秀

ことの大切さが校長先生のお話の中にありました
が，具体的にどのようなことでしょうか。

いわき自然の家へ行って，その帰りあち佐藤裕

こち，浜の様子を見たりということで帰ってきま
した。すごかったという子どもたちの思いがあっ
たし，我々が意図して大変なことがあったことを
忘れないようにしていくことが大事だと思いま
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す。他には，近隣に農家の方を呼んで例えば柿農
家などは風評被害を受けて本当にひどかったの
で，どういう風な苦労をしたかとか，どういう風
に立ち直ったかなどについては社会科や総合で勉
強していくことが大事だと思って取り入れていま
す。

佐藤先生の話をお聞きしていまして，新佐藤秀

しい学習指導要領総則の中に「災害等を乗り越え
て次代の社会を形成することに向けた現代的な諸
課題に対応して求められる資質・能力」が位置付
けられたことを思い出しました。東日本大震災な
どを背景として総則に盛り込まれた意義は大きい
と思います。やはり福島県だからこそ，しっかり
指導していかなければならないと思います。

会津の中でも，地区と連携して防災避難佐藤裕

訓練をする学校も出てきました。土砂災害とか洪
水などもあるので，震災の教訓を生かして，そう
いう取組というのも少しずつ増えてきているとこ
ろです。

風化させないためにという一つの事例で，水谷

阪神淡路大震災や新潟県中越沖地震が起こった
時，３年後から５年後には必ずＰＴＳＤを発症す
るというデータを，我々は知っていたということ
です。だから福島県は緊急カウンセラーをすぐに
派遣しました。つまり，阪神も新潟もデータとし
て後に残せるものは残しておこうという取組がし
っかりとされていたから我々もそれを生かし切る
ことができたのです。

自分の学校にもＰＴＳＤの子どもたちがいまし
た。その時私たちは， からPost Traumatic Stress

といういわゆる心的外傷後Post Traumatic Growth

ストレス障害から，心的外傷後成長に換えるとい
う手法を学んで，日常の授業の中で，様々な取組
をしました。フラッシュバックして海馬に焼き付
いた記憶の上に，取材をして，この町でこの土地
で一体何が起こって，どんな人がどんな風に汗を
流してきたかを知ることによって正しい記憶を海
馬に上書きさせていくのです。そうすることによ
って，ＰＣのデータがそうであるように，なくな
りはしないけど，下のデータが見えなくなる，い
わゆるそれはＰＴＳＤのフラッシュバックを防ぐ
ことになり，ＰＴＧに繋がっていくのです。こう
した取組をいわき支会では何年も掛けてしてきま
した。

また，校舎については中学校が流されて，小学
校しか残ってないから一緒に生活するしかない。

そうすると，４５分と５０分の授業はどうやって
やるか。チャイムは鳴らさないようにしよう。運
動会で同じ校庭，同時に使いたいけれどどうする

。 ， ，のか プールの深さは 小学校は９０ｃｍだけど
中学校は１１０ｃｍだから，手がプールの底をす
ってすりむけてしまうだろう。どうやって使うの
か。それらの問題に対して，いろいろ知恵を絞っ
てそれらを解決していきました。その解決した方
法は一つ一つ，アーカイブして括ってあります。
それを使っていただくことはもちろん可能です。

もう一つは，いわゆる未来を築く子どもたちを
育むためには一体，我々に何ができるのかという
話ですけれども，佐々木会長さんが，丹野学教育
長さんの話を引用されて，あの当時は先生方もす
ごく頑張っていた。地域もそうだけど先生方も本

。 ，当によくやっていたと言ってくれました あとは
秀美先生も「疾風に勁草を知る」と言いましたけ
れども，みんな勁草だったと。風雪に耐えて足を
踏ん張って，首を押さえつけられてももう一回は
い上がって歩こうとしていたと。漫画でも私たち
の年代の星飛雄馬とか今の子どもで言うと「ワン
ピース」のルフィーとかだって負けても負けても
立ち上がっていく勁草です。つまり，そういう子
どもを我々が創っていく仕組み，仕掛けを作って
いくことでしょう。

アメリカの心理学者のアンジェラ・リー・ダッ
クワースという人は，ＧＲＩＴ（グリット）とい
うのが必要なのだと言いました。生きていく力と
いうのは，アメリカではグリットと言い，今はア
メリカの海兵隊やＯＥＣＤの教育プログラムにも
採用されています。グリットを頭文字を訳すとＧ
（ ） （ ） （ ）ガッツ Ｒ レジリエンス Ｉ イニシアチブ
Ｔ（テナシティー ，全て粘り強いという意味で）
す。同時にグロースマインドセットという考え方
をスタンフォード大学の先生が述べています。簡
単に言うと，できない人間なんていない，一生懸
命頑張れば誰だってできるのだという考えです。
グロースマインドセットとグリットを子どもたち
に培うような教育課程を我々は工夫していけばい
いというのが私の感想です。

水谷先生からは，心のアーカイブという佐藤秀

ものを大事にしていく必要があるのではないか。
さらに，あの困難を乗り越えてきた我々だからこ
そ，強い子どもたちを育てる仕掛けを今こそしっ
かりとやっていくべきだろうと，３．１１を経験
したからこそ，それができるはずだという力強い
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エールをいただきました。
双葉地区は特異な地区でして，先生方の異岩崎

動サイクルが早いのです。ですからアーカイブを
どう伝えていくかということが大事になってくる
のです。

また，双葉郡出身の管理職が圧倒的に少ないで
すから，他管内の校長先生方のお力を借りて双葉
郡の学校経営をしていくのですけども，やはりこ
の学校に勤める先生がその町のことを知らなかっ
たら，教育はできないということだと思います。

震災を風化させないために私がずっとやってき
たことは，４月の１日に，職員会議をすぐやらな
いで，小中の先生を全部集めて研修会を開くとい
うことです。そこで，この町は一体どういうこと
があったのかということを伝えます。職員に富岡
町民は私一人しかおらず，加えて震災当時は富岡
第二小学校に勤めていましたので，当時のことも
分かっています。ですから次のようなことを話す
のです。震災当時から何があった町なのか，避難
先でどんなことがあったか，三春で再開した学校
はどんなことがあったか，地元にどういう思いで
戻ってきたか，地元でこの２年間どういう学校づ
くりをしてきたか，それから，ここにいる子ども
たちだからこそ防災，放射線教育が大事なんだと

， ，いうことで どんな取組をしてきたかということ
心のケアのやり方も伝えています。このようなこ
とを先生方に分かってもらってから，子どもたち
に向き合ってもらいたいと考えています。ですか
らそういう記録をたくさん残しておいて，それを
歴代の校長に繋いでいって，職員会議の前に富岡
町というのはこういう町だったということを伝え
てほしいと思っています。

また，三春町にある三春校はあと２年で閉じる
， ，ので ６年生の総合学習の時に私が授業に入って

「三春校はあと２年間で無くなります 」と言い。
ました。子どもたちは驚きます。続けて「では，
君たち，この総合学習で何をやる？」と問いかけ
ると 「この三春校の歴史を残したい 」という， 。
答えが返ってきました。そこで，三春校に関わっ
た方たちすべてにインタビューして，それを動画
にとって一つのＤＶＤに残しました 「ぼくたち。
私たちの三春校」です。三春校の跡地は更地とな
ります。全部更地になって思い出が全部無くなる
から，その前に記録を取っておこうということで
す。

さらに，三春校の時もそうでしたけど，富岡校

の時にも，物がないので，私は先生方に 「校長，
先生，○○がないからできません 」という考え。
ではなくて 「どうやったらできるかって考えま，
しょう 」と言ってきました。最近は，何々だか。
ら･･･って先生方は言うんです。こうこうこうだ
から，その次に「だから何？そこの先を考えるの

。」 。が我々の仕事でしょう ということを話します
意識改革というようなことをやっていく必要があ
ると思い，今進めているところです。

岩崎先生ならではの取組ですね。どうい佐藤秀

う町，どういう経緯で今あるのかということをち
ゃんと残す，伝えるということ，それから子ども
たちにも風化をさせないための仕掛けですとか，
先生方をポジティブな思考に変えていくような働
きかけが伝わって参りました。

では，続いて加藤先生，お願いします。
子どもたちの未来を切り拓くということ加藤

， 。で 相馬市と本校の取組を紹介したいと思います
未来を切り拓くためには，まず命を落とさない

ことが第一条件です。今回台風，そして大雨があ
りましたが，来年度以降もこうした気圧配置とい
うのは，起こってもおかしくないような気象条件
になってきています。ですから防災教育，特に風
水害では，震災の経験と今回の経験を生かしてい
かなければならないと思います。

また，相馬市では避難訓練の時には市の指導主
事が，実際に訓練を行っている所に出向いて，客
観的に見て指導してくださいます。

それから，今年の夏初めて「子ども科学フェス
ティバル」を開催しました。科学実験や防災，福
島イノベーション・コースト構想など，行政，各
企業，ＮＰＯ団体，みんなで力を合わせて子ども
たちのために行いました。みんなで力を合わせる
と低予算でも大好評でした。来年度も行うという
ことで，学校，地域，保護者，そして官民一体と
なってそうしたものを創出していくことは，まさ
に復興の起点になるのではないかなと考えていま
す。

最後に日立木小学校の取組ですけれども，今，
校舎の長寿命化改修工事を行っております。それ
ほど児童数が多くない学校なので，引っ越しをし
て空いたところから工事をしていき，４割くらい
は使えるようになったのですが，大きな工事の音
の中でも子どもたちは非常に落ち着いています。
私は日頃からピンチをチャンスに変えるというこ
とで，そういった時だからこそみんなで「気付き
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考え 行動する」というスタンスで行こうと子
どもたちにも全校朝会で話しています。

教職員ですが，日立木小は生活・総合の研究校
ということで研究を進めています。震災で経験し
た逆境には負けないんだという気持ちで，みんな
で工夫して地道にやっていくという姿勢で取り組
んでいます。

加藤先生からは台風との関連も踏まえら佐藤秀

れながら，命を大切にする防災教育のお話ととも
に，魅力ある教育を続けていく上で，予算獲得の
ための働きかけも大切なのだなと考えさせられま
した。

また，イノベーション・コースト構想に向けて
子どもたちの夢を膨らませることも我々の大きな
役割なのではないかと思います。

先ほど岩崎先生から放射線教育のお話がありま
した。放射線教育で私が危惧をしていますのは，
福島原発ですから子どもたちは「フクシマ」とい
うものをずっと背負って生きていかなければなら
ないということです。

震災後，福島市の中学生と水俣市の中学生が１
年交替で交流するという活動を行っていました。
水俣も「水俣病」というだけで非常に悪いイメー
ジをもたれてしまったのと同様，将来福島の子ど
もたちがいわれ無き偏見や差別を受けるというこ
とも考えられると思います。

岩崎先生，富岡の学校では放射線教育をどのよ
うなねらいで，どのように行っているのですか。

福島県以外の人たちは福島のことを知らな岩崎

いです。福島で原発事故が起こった。だから福島
は今大変な状況になっていると考えているので
す。会津も中通りも浜通りも関係ないです。全部
ひっくるめて福島なのです。

今ここにいる子どもたちは将来ずっと富岡にい
るわけではありません。将来，高校，大学，社会
人になった時に県外に出ているかもしれません。
県外で新しい会社に入りました。新入社員の歓迎
会です お酒が入りました 必ず出てくる話に ど。 。 「
こ出身 」と言われた時に「うん，福島だよ 」。 。
と言ったとして 「大変だったね 」と言う人も， 。

「 。」 。いれば えっ 福島 と言う人もいるはずです
そしてなおかつ「福島って放射線汚染地域でし
ょ 」とか「福島の食材って食えるの 」とか，。 。
中には「福島の食材は私は食べません 」と言う。
人もいるかもしれない。その時に黙ってしまうよ
うな人間をつくってはいけないということなので

す。
特に富岡は 「福島のどこ 「富岡，えっ，原。 。」

発の近くですよね 」と必ず言われるわけです。。
その時にいろいろ質問された時に黙るような子ど
もに育ててはいけないというのが放射線学習のス
タートでした。

ですから第１・第２ステージと考えていて，第
１ステージでは放射線の基礎情報を学びます。第
２ステージは「福島って大丈夫なの 」と聞かれ。
たことに対して答えることのできるような学習を
しなくてはならない。即ち風評被害，風評差別に
対抗するだけの知識をもたせなくてはいけない。
小中までにそうした知識を身に付けさせましょう
ということで今は第２ステージ，人権教育とか道
徳教育とかにつながるような放射線学習を進めて
いるところです。

郡山の場合で申し上げますと，放射線教育�川

は教育課程に位置付けられることが明記されてお
りまして，全学年，総合であったり理科であった
りしますけれども必ず取り入れることとなってい

。 ，ます 前段に特化して放射線教育だけ取り出して
どういう風に各学校で取り組むのかということに
ついては全ての学校でそれぞれに生かされていま
す。中身はというと，先ほど岩崎先生がおっしゃ
ったように「正しい知識をもちましょう。福島県
民だからこそ正しい理解をしましょう。知識を得
ましょう 」ということが大きな目的です。。

少し話がそれるかもしれないですが，震災直後
に埼玉県に郡山から避難した方のお話を聞いたこ
とがありました。埼玉県のスーパーに入ったら，
○○産いくらというお米の札があり，それだけ見
れば秋田県産なのだなとか他県産という風に思っ
たらしいのですが，福島県産の米は撤去されたと
いうことを知った時に，とっても悲しい思いがし
て，福島県は差別されているんだと思ったという
ことでした。正しい理解をしていれば福島県産の
米は実は一番安全だということが分かるのです
が，先ほど岩崎先生がおっしゃったように福島は
危ないとなったら全てが危ないのです。それを埼
玉に避難された方が悔しさをにじませておっしゃ
っていたのを思い出しました。

会津の方ではいかがですか。佐藤秀

会津でもやはり「正しく恐れる」という佐藤裕

ことで，各学年指導の時数を２時間は確保してい
ます。土壌の線量がそれほど高くなかったため，
教員の危機感が少し低い所があるので，放射線教
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育の重要性を言い続けていくことが必要であると
考えています。

未来を築く子どもたちを育てる今後の教佐藤秀

育の在り方ということで，だんだん終わりの方に
入っていきたいと思いますが，皆さんから東日本
大震災と原発事故を経験した福島だからこそ未来
を育てる子どもたちにこれだけは身に付けさせた
いということを，お一方ずつ話していただきたい
と思います。

私は，除染マニュアルが国からおりてきた水谷

時に，見てびっくりしました。
大変重みのあるマニュアルでしたが，明日にで

もプール開きを行いたいけれども，読み込むまで
に１週間も１０日もかかるマニュアルでした。で
も頑張って読みました。そして高圧洗浄機でプー
ルサイドを洗いました。金網も洗いました。しか
し線量は全然落ちませんでした。コンクリートは
多孔質ですから穴の中に一粒でも放射性物質が入
っていれば，２０年３０年と放射線を出すわけで
す。ディスクグラインダーを買ってきて，教頭と
二人でお月様が出るまで１週間プールサイドを削

， 。りましたが それでも線量は下がりませんでした
最後は鉄板を敷いて，封じ込めました。

こんなに厚い除染マニュアルには書いてありま
せんでした。自分で考えました。ですから私たち
が残していけるのは，その９年間で学んだ子ども
たちを守るための最新の知識を，アナログでも電
子でも，できるだけ簡潔に使える物として残して
いくことが必要なのではないかと思います。

あともう一つ。先ほど岩崎先生がおっしゃった
ように，陽転発想で，苦しんだ人こそ，工夫すれ
ばできるという発想ができるのです。新学習指導
要領でも 「やり抜く力」として使っているでは，
ないですか これからの教育課程の中で我々は や。 「
り抜く力」をどうやって身に付けさせていくかと
いうことで，具体的なプランづくりに入っていけ
ばいいのではないかなと思います。

自分で考えていく。まさに今求められて佐藤秀

いる力ですね。そしてそれを「やり抜く力」と，
この二つが子どもたちにとって大切なのではない
かというお話でした。

続いて加藤先生いかがでしょうか。
「気付き 考え 行動する」という考えは加藤

重要だと思います。困難は本当に大変だと思うの
ですが，この１０年福島県民はこれでもかこれで
もかというふうにいろんなことに対応しながら，

， 。くじけずに取り組んできて 積み重ねてきました
ですからこの取り組んだことを子どもたちにきち
んと，風化させないように知らせるということが
とても大事であると思います。

加藤先生からＪＲＣの態度目標とも重な佐藤秀

る「気付き 考え 行動する」ということであっ
たり，子どもたちに伝えていくことの必要性であ
ったり，本質を見抜く目を育てたいというお話を
伺いましたが，そのためにはまず教職員の意識を
変える必要があるかと思うのですが，加藤先生だ
ったらどのように教職員に働きかけていかれます
か。

私は，先生方の自主性というのを大事にし加藤

てきました。日立木小学校の職員はしっかり判断
して行動しているので，自信につながるのです。
やりたいことを思い切ってやれるようなそんな学
校づくりを，責任は自分がとるからという安心感
を持たせながら取り組むことだと思います。

続いて佐藤先生お願いします。佐藤秀

第Ⅰ部の方で会長さんから地域との関係佐藤裕

性とか，地域との関わりが大事であるというお話
がありましたが，私もとても大事だと思います。

また，熊町小学校の校長先生がすごく感謝して
いたのはその関わり方の部分でありがたいと，我
我会津の者が関わった部分に対してなのかと思う
のですけれど，子どもたちもそんな時どういう風
に他者と関わるかということは，やはり学校の中
だけでは難しい部分があって，地域の中で学ぶと
いうことが大事だと思います。

それで，今小学校でもコミュニティ・スクール
が始まったのですが，地域を巻き込んで学校の中
で育てていくというお話を聞いていて大事な視点
だと思いました。

今，会津ではコミュニティ・スクールに佐藤秀

向けての取組が始まっているわけですね。
�川先生いかがでしょうか。

今回のこの震災，原発事故もそうですが，�川

子どもたちから見たら全ては大人たちが関わって
いることだと思うのです。そういった意味では大
人の責任として，あるいは教師として責任をもつ
ために今やることというのは，先ほど来申し上げ
ている安全・安心な環境を作っていく，子どもた
ちのために安全で安心な学びの環境を作っていく
ことが私たちの大切な役目であると思っていま
す。

併せて子どもたちも，これから大震災や原発事
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故から考えていってほしいと思うことは，先ほど
「やり抜く力」という言葉も出ましたけれど，自
分で安全・安心の環境を作っていけるような，子
どもたちを育てていくことが大切だと思います。
子どもたちが主体的に動くためには我々も主体的
・自主的に目標に向かって動いていく姿を子ども
たちにも見せたいし，大人になった時，自らそう
いう環境を作っていくんだというような子どもた
ちを育てていきたいと思います。これは学校教育
全体を通じてやっていく必要があると思っていま
す。

双葉郡の実態を考えますと，極少人数の弱岩崎

点というのがあります。これはやはり同年代の子
どもたちとの切磋琢磨ができないということ，人
数が少ない故にお互いの考え方が阿吽の呼吸で分
かってしまうということです。あとはいろんな意
見に触れることが少ないということと，自分の意
見に対して肯定する人，否定する人，自分以外の
考えを発表してくれる人，そういう意見に触れる
ことが非常に少ないということです。我々が富岡
の子どもたちに育てたい力というのは，多様な考
えを聞いて，まずはそれを受け入れて，自分の考
えをもって，そしてそれを分かりやすい言葉で相
手に伝えていくという力だと思っています。

学校内だけでは教育は完結しません。マンパワ
ーが足りません。だったら地域の力を借りようと
いう発想です。地域の方といっても多世代です。
ですから今取り組んでいるのは多世代教育です。
様々な年代，職業の方に学校に入ってもらって，
いろんなことを子どもたちと一緒にしていく，ま
たは子どもたちの前で自分の思いを語っていただ
くとか，いろんな考え方に触れさせます。

それから，同年代が少ないからどうするとなっ
， 。た時に 近隣の学校に行くしかないと考えました

楢葉の学校に３・４人の子どもを連れて行き，一
緒に授業を受けさせます。で，もまれてくるんで

。 。す そういう経験も絶対に必要だろうと思います
しかし何回も行うことは難しいので，次に考えた
のがテレビ会議システムを使った遠隔授業です。
ライブ授業と言っていますが，同年代同士で，お
互いの意見交換をそのライブ授業を使って行いま
す。最近では４５分間つなぎっぱなしにはしませ
ん。自分たちの考えをもたせた後，テレビをつな
いで意見交流をするという遠隔授業をやっていこ
うと思います。

他に富岡でやっているのは，その道のプロを呼

ぶことです。教室を一つの作業場にします。去年
大工の棟梁さんにお願いし，富岡町の松の木を使
ってテーブルを２つ作ってもらいました。釘を一
本も使わないテーブルです。親方が来て作業をし
ますが，親方は何も教えません。子どもは何やっ
ているんだろうと見ます。興味があるから親方の
手伝いを進んでやります。そのうちに親方の道具
の手入れとか，後片付けまでが仕事なのだという
ことを親方が見せるのです。背中で教えるという
ことです。この取組は子どもたちに大きなインパ

。 ，クトがあったようです 今年は油絵のプロを呼び
油絵を描いてもらおうと計画しました。子どもた
ちは画用紙を持ってその先生の所に行くわけで
す。その先生は教えてと言われれば教えます。

また，富岡の場合は県外の学校ともつながりま
す。小学校は東京都にある学校とライブでつなが
っています。１２月に２泊３日で向こうの学校に
５人の子どもたちを連れて行き，１日交流させて
一緒に授業も受けさせました。そういうことをさ
せることによって先ほどお話しした，いろんな考
えを聞いて，自分で考えて，自分の考えをもって
発信することのできる力を双葉郡の子どもたちに
付けさせたいと思っています。

極少人数の中で，無い物ねだりをするの佐藤秀

ではなく，その強みを最大限に生かしていく。そ
のために，まず発想を転換していろんなことに取
り組まれているという事例をご紹介いただきまし
た。

加藤先生が以前に勤務されていた，３校が仮設
校舎で学んでいた，飯樋・草野・臼石小学校，私
も何度か拝見させていただいたことがあるのです
が 「立派な仮設校舎ですね 」と言ったらある， 。
先生が「これが本当の校舎だと子どもたちには思
ってほしくないんです 」とお話しされたのが印。
象に残っています。でも，閉校式の時に６年生の
女の子が 「６年間通った自分たちにとって，こ，
こは『仮設』なんかじゃない 」と言ったと聞き。
ました。子どもたちにとっては，そこで過ごした
時間は決して「仮」の時間ではなく 「本物」の，
時間だったのです。あの中で子どもたちは確かに
あの時一生懸命だった先生方と一緒に，いろんな
ことを経験して，たくましく育っていると思うの
です。そこから私たちも学ばなければならないん
だなということを，先生方のお話を伺いながら，
私自身改めて実感させられました。

はじめに，二本松市の丹野学教育長さん佐々木

― 17 ―

疾風勁草



に 「最後我々に向けて何かお話しください」と，
お願いしたところ，二つお話しいただきました。

一つ目は，校長は，地震があった時いつ避難す
るのか，ということを問われました。その覚悟を
今の校長先生方はもっているのでしょうか。働き
方改革の名の下に，逃げていないでしょうか。そ
ういう学校経営のスキルを学ぶところが校長会だ
というお話でした。

二つ目の，今後の学校ではということでは，リ
スクマネジメントとクライシスマネジメント，日
本語に直すと危機回避能力と危機管理能力と言い
ますが，危機回避能力も大切ですが危機管理能力
が今問われているのではないかということです。
これは校長もそうですが，子どもたちに育ててい
く必要があるのではないかということでした。自
分はその当時多くの方々を学校に受け入れ，様々
な要望も伺ってきました。その時にそうした要望
・苦情に目を向けてやることが校長の一番のこと
かと思ったのですが，まず子どもたち一人一人に
目を向けることが校長ではなかったのかと私は思
うということでした。そして，皆さんからお話が
あったように，前向きに生きる子どもたちを育て
ることが校長の仕事だろうとお話しくださいまし
た。

私から，最後にキーワードとして８点のことを
お話しし，まとめとします。

１点目は「風化」です。風化させないための取
組として，郡山の方では本を作ったり児童の作文
を載せた記録集を作ったりしていることを伺いま
した。アーカイブの話もありました。会津では学
ぶ機会を設けている，双葉ではふるさとを子ども
の心に残しているということでした。そのような
取組によって，教員の心にも子どもの心にも残さ
なくてはいけないと思います。福島だからこそ風
化をさせないようにしていかなければならないと
いうことです。

２点目は「子ども像」です。先ほども出てきま
， ， ，したが困難に遭っても 乗り越えられる 頑張る

粘り強くやり抜く，そういった子どもが私たちの
目指す子どもなのでしょう。

３点目は「教師像」です。前向きな姿勢，頑張
る姿勢，そして自主性・主体性を育まなければな
らない。それが校長の仕事だと考えています。そ
してそうした教師の姿を子どもに見せることが大
切だということです。

４点目は 「危機への対応」です。これは校長，

だけでなく子どもも危機への対応ができなくては
ならないということです。命を落とさない 「安。
全・安心」といった言葉もあったかと思います。
そのために，校長としてできることがあるのでは
ないかということです。

５点目は 「連携」です。市町村との連携，保，
護者との連携，教員同士，校長との連携，多世代
にわたっての連携など，そうした連携をしっかり
していかなければならないということです。

６点目は 「風評」です。放射線教育の話もあ，
。 ，りました 風評に負けない子どもに育てるために

しっかり知識として子どもたちに教えてあげない
と福島の子どもたちはかわいそうだということで
す。

７点目は 「双葉から学ぶ」です。今，極少人，
数，それから「ふるさと創造学」など，様々なこ
とを教えていただきました。そして，こういった
ことをやはり双葉だけで留めておかず，県全体，
全国へ配信することも，今の我々の責務というか
責任なのではないかなと感じています。そしてそ
れを学校経営に生かすことだと思います。

最後は「覚悟」です。これについては，説明は
いらないと思います。

皆さん，本日は貴重なお話，ありがとう佐藤秀

ございました。
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